
若桜町立若桜学園開校！
平成24年度当初予算　
税務課からのお知らせ
犬の狂犬病予防集合注射を行います
平成24年度人材育成・村おこし事業を募集します
交流施設「寄来屋」４月７日（土）オープン！

w a k a s a  2 0 1 2

若桜小学校卒業証書授与式

若桜学園開校にともない、若桜小学校で行われる最
後の卒業証書授与式となりました。
生徒たちは、若桜学園で始まる新たな生活への期待
を胸に、思い出の詰まった学舎を旅立ちました。
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　若
桜
学
園
校
訓

　
　
　自
ら
立
て

　
　
　正
義
に
立
て

　
　
　社
会
に
立
て

若
桜
町
小
中
一
貫
教
育
の
理
念

・
連
続
性
を
踏
ま
え
た
教
育
を
す
る

・
よ
り
豊
か
な
学
び
と
人
格
形
成
を

創
造
す
る

・
地
域
と
共
に
育
む
教
育
を
行
う

若桜学園の目指す子ども像

高める子
自分自身の経験や学習
で身につけた力を生か
し、自ら設定した課題
の解決に向けて取り組
み、よりよく生きよう
とする子

表現力・
コミュニケーション力

つながる子
周りの人と積極的に関
わろうとする表現力や
コミュニケーション力
を身につけ、家庭や学
校、地域で様々な人と
関わり、自分の世界を
広げようとする子

求める子
身の回りの事柄に対し
て 興 味 や 関 心 を 持 ち、
主体的に課題を追求す
る子

施設一体型小中一貫校

若桜町立若桜学園開校！
　

長
年
に
わ
た
り
準
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
、
鳥
取
県
内
で
２
番
目
と
な

る
施
設
一
体
型
の
小
中
一
貫
校
「
若

桜
学
園
」
を
開
校
し
ま
し
た
。

　

本
町
の
急
激
な
児
童
生
徒
数
の
減

少
を
発
端
と
し
て
、平
成
18
年
か
ら
、

本
町
に
お
け
る
望
ま
し
い
義
務
教
育

の
姿
を
検
討
し
て
き
た
結
果
、
小
中

一
貫
校
の
導
入
が
望
ま
し
い
と
の
結

論
に
至
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の

良
さ
を
最
大
限
引
き
出
せ
る
施
設
一

体
型
小
中
一
貫
校
の
建
設
に
昨
年
よ

り
着
手
し
、
こ
こ
に
開
校
の
運
び
と

な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
学
校
、
家
庭
、
地
域
の

皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

若
桜
学
園
で
は
、
９
年
間
の
連
続

性
の
中
で
一
貫
し
た
指
導
を
行
う
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
一
層
の

学
力
の
定
着
・
向
上
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
多
く
の
教
職
員
に
囲
ま

れ
、
そ
の
人
間
性
に
ふ
れ
た
り
、
幅

広
い
異
な
る
学
年
の
子
ど
も
と
共
に

生
活
し
自
尊
感
情
を
高
め
た
り
す
る

中
で
、
豊
か
な
心
の
育
成
が
図
ら
れ

る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
若
桜
学
園
の
教
育
は
、
若

桜
町
の
活
力
を
生
み
出
し
、
地
域
を

支
え
る
人
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献
で

き
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
学
校
、
家
庭
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
共
に
力
を
合
わ
せ
、
若

桜
学
園
で
充
実
し
た
教
育
が
展
開
さ

れ
る
学
校
づ
く
り
が
進
ん
で
い
き
ま

す
よ
う
、
更
な
る
ご
支
援
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
．
小
中
一
貫
校
に
な
っ
て
教
育
や
指
導
の

仕
組
み
は
ど
う
な
る
の
？

若
桜
学
園
は
、
小
中
一
貫
校
の
特
性
を
生
か
し
、

次
の
よ
う
な
指
導
に
力
を
入
れ
ま
す
！

 

・
自
尊
感
情
（
自
信
、自
覚
、あ
こ
が
れ
）
を
育
む
、

異
学
年
交
流
活
動
や
学
校
行
事

・
各
ブ
ロ
ッ
ク
、
発
達
段
階
の
特
性
を
生
か
し
た

指
導

・
表
現
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
る

た
め
の
指
導

義務教育９カ年を４・３・２年制区分とし、
子どもたちの発達段階に応じた、

より適切な教育を展開します

後期（８年～９年）
基礎・基本を応用して個性を生かし、
個性の更なる伸長を図る伸長期

問題解決能力の育成
個性の伸長

中期（５年～７年）
基礎・基本を生かして論理的
思考力を養う成長期
思考力・判断力の育成

前期（１年～４年）
基礎・基本を繰り返して習熟
を図る基礎力定着期

確実な習得

９年間にわたり積み上げを生かしていくもの
①学習規律
②教科領域ごとの系統立てた指導 ( スムーズな接続 )
③授業スタイル
④評価

子どもたちの豊かな心の
育成を目指して

町長　小林　昌司

自主性 活用力
重点
項目

　　　教育目標
若桜を愛し、世界に羽ばたく、
心豊かでたくましい子どもの育成

平成24年４月 2

　

小
中
一
貫
校
「
若
桜
学
園
」
が
４

月
に
開
校
し
ま
し
た
。

　

４
月
６
日
（
金
）
に
開
校
式
を
、

９
日
（
月
）
に
は
、
１
年
生
、
７
年

生
（
中
学
１
年
生
）
の
入
学
式
を
行

い
、
全
校
児
童
生
徒
２
０
４
名
、
教

職
員
41
名
全
員
そ
ろ
っ
て
の
小
中
一

貫
校
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。
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 議会費

韓国平昌郡議会との交流

（１２２万７千円）

友好交流を促進するために平昌郡議会を表敬
訪問します。

 総務費

役場庁舎・保健センターの耐震診断

（５２２万７千円）

防災拠点の耐震診断を行ないます。
こども議会の開催（２万円）

まちづくりに関心をもってもらうために若桜
学園６年生を対象に議場で開催します。
住宅用太陽光発電の推進（２４万円）

太陽光発電設備を導入した住宅に上限２４万
円を助成します。
国際交流（４０５万９千円）

韓国平昌郡と職員の相互派遣交流や県主催の
観光情報説明会へ参加します。
結婚推進事業（９万円）

東部４町合同の婚活イベントを開催します。
移住定住対策（８４０万３千円）

町への移住定住を促進するために専門員を配置
し、空き家改修や購入などの費用を助成します。
若桜鉄道対策（６，４６６万２千円）

線路などの鉄道施設の管理や駅構内のスロー
プ整備などを行います。

　

バス運行事業（２，５１５万４千円）

町営バスの運行と諸鹿線や広域路線バスに運
行費用を助成します。
村づくり交付金（１９２万円）

各集落の村づくり活動に応援金を交付しま
す。
集落公民館等施設整備（１２８万円）

集落の外灯の新設改修などに助成します。

 民生費

消費者行政（１８６万円）

消費生活相談を週１回開催します。
介護者の支援（２１０万円）

自宅で介護されている方に年額６万円の支援
金を支給します。
高齢者世帯の豪雪対策（１１０万４千円）

高齢者世帯の雪下ろし費用を助成します。

　

シルバー人材センターの運営（６７万６千円）

高齢者の就業を支援し、社会参加と生きがい
づくりを推進します。
特別医療費の支給（３，０３７万円）

身障者、ひとり親家庭などへ医療費を助成し
ます。
障がい者福祉（９，３０２万３千円）

障がい者の方を援助・保護し、障がい者福祉
の促進や障がいのある方の自立を支援しま
す。
子どものための手当（４，７８５万９千円）

中学校課程修了までの子どもの保護者に手当
てを支給し、生活の安定、児童の健全な育成
を図ります。
ひとり親家庭の支援（１，１９９万１千円）

ひとり親家庭の生活安定と経済的自立を支援
します。
生活保護（８，２９６万３千円）

被保護者の生活保障と経済的自立を支援しま
す。

一般会計
　平成24年度一般会計当初予算の総額は30億5,300

万円で、小中一貫校整備の完了にともない前年度より

１億7,500万円減少（前年度対比5.4％減少）しました。

　予算編成では、産業振興、福祉・教育の充実に重点

配分し、住民協働の住みよいまちづくり、安心して生

活できるまちづくりを推進します。

町　　税
　2億4,974万9千円（8.2％）

その他
　2億787万8千円（6.8％）

繰越金
　5,404万5千円（1.8％）

（注）（　）内の割合は総額に対するものです。

民生費
7億2,003万1千円
（23.6％）

教育費
3億6,373万4千円
（11.9％）

総務費
5億3,869万2千円
（17.6％）

農林水産業費
　3億7,401万7千円

（12.3％）

公債費
3億5,154万2千円
（11.5％）

衛生費
　1億6,751万8千円（5.5％）

商　工　費
消　防　費
議　会　費　
予　備　費

1億966万6千円（3.6％）
1億784万4千円（3.5％）
6,429万8千円（2.1％）
190万9千円（0.1％）

土木費 
　2億5,374万9千円（8.3％）

30億5, 300万円

自主財源（16.8％）

30億5, 300万円
歳入 歳出

国県支出金
　5億2,475万6千円（17.2％）

町　　債
　2億3,704万2千円（7.8％）

譲与税・交付金
　6,453万円（2.0％）

地方交付税
17億1,500万円
（56.2％）

依
存
財
源（
83
.2
％
）

平成24年度 当初予算

雪下ろし

若桜駅
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 農林水産業費

農業振興（２，６７３万８千円）

中山間地域等直接支払制度、特産品開発支援を
行います。また、( 有 ) 若桜農林振興へのコンバ
イン購入助成や若桜町農業再生協議会への補助
金、農業指導専門員を配置して農業施策を推進
します。
有害鳥獣駆除対策（３，９３５万円）

野生鳥獣による農林産物への被害を防止するた
め、電気柵やトタンなどの設置費用を助成します。
また、獣肉解体処理施設を整備します。
地籍調査（２，１６９万８千円）

根安地区と須澄地区の一筆地籍調査を実施します。
林業振興（９，５９３万７千円）

間伐や枝打、間伐材の搬出、作業道の開設、林

 教育費

入学祝金（５３万円）

若桜学園の１年生と７年生（中学 1 年生）に教
育費として１万円を支給します。
旧若桜小学校の解体等

（１億１，１３４万７千円）

校舎は解体し、体育館は町民の健康づくりや避

 消防費

非常備消防費（３，０４９万円）

消防団、自警団の活動支援や、各自治会の消
防設備の維持管理・備品購入に助成します。
また、若桜町消防団第３分団の消防ポンプ車
を更新します。
災害対策（３１６万７千円）

有事に備え備蓄物資の管理を行ないます。ま
た、防災訓練や住宅の耐震診断・耐震改修に
助成します。

 土木費

町道維持（２，７１７万３千円）

町道の維持補修や除雪を行います。また、集
落用の小型除雪機を購入します。
町道新設改良（４，８３２万１千円）

町道吉川村中２号線の改良を行います。
ふるさとの川を守る事業（２５万円）

河川の愛護活動を行う団体や自治会に奨励金
を交付します。

 商工費

 衛生費

予防費（１，１８７万２千円）

インフルエンザ、定期予防接種、肺炎、細菌性
髄
ずい

膜
まく

炎、子宮頸
けい

がんの予防に助成します。
環境衛生（２３６万３千円）

資源ゴミ回収やゴミ減量化の推進、狂犬病予防
などを行います。
健康増進（１，１６２万４千円）

各種がん検診、健康教育、健康相談や生活習慣
病の予防、自殺予防対策を推進します。
塵芥処理対策（６，４２７万６千円）

ゴミの収集や処理を適正に行います。また、町の旧
塵芥処理場を解体するための事前調査を行います。

特別会計名 予　算　額 前年度比（％）

国民健康保険事業 ４億７，８２２万３千円 △１．８

介護保険事業 ５億８，９５０万円 ２０．３

後期高齢者医療 ５，１９４万円 １．６

簡易水道事業 ８，６９６万６千円 ５．４

公共下水道事業 １億７，６９１万２千円 △４．７

農業集落排水事業 １億５８６万７千円 ９．９

赤松団地造成事業 １，０５０万円 ０．０

財産区造林事業 ６３７万６千円 １６．０

住宅新築資金等貸付事業 １９５万２千円 △１０．５

索道事業 ５，０６３万２千円 皆増

特
別
会
計

　

特
別
会
計
10
会
計
の
当
初
予
算
の
合
計
金
額
は
、

15
億
５
，
８
８
６
万
８
千
円
で
前
年
度
よ
り
１
億
４
，

７
８
２
万
８
千
円
増
加
（
前
年
度
対
比
10
・
５
％
増
加
）

し
ま
し
た
。

業機械の購入に助成します。また、木質バイオ
マス資源の有効利用を研究します。
林道整備（２，３２３万８千円）

林道屋堂羅線と林道根安・ 米線を整備します。

商工振興（２，９４４万４千円）

小口融資の貸付や新規開業者に報奨金を交付し
ます。また、休憩交流処かりやと昭和おもちゃ
館の運営費、空き店舗対策、チャレンジショッ
プ設置に助成します。
観光振興（２，３６２万円）

鬼っこまつりや花火大会などへの補助金や登山
道の維持管理などを行います。また、若桜町観
光協会の活動費に助成します。
氷ノ山の集客促進（３，９１０万５千円）

高原の宿氷太くんやキャンプ場、スキー場施設
などの管理委託を行います。また、多目的広場
の芝生化を行います。

難所として利用するためトイレや玄関などを整
備します。
学校給食費の軽減

子育て支援として町が給食費の１／３を負担
し、保護者負担の軽減を図ります。
通学対策（３９３万４千円）

若桜学園通学用のバス定期券・回数券と７年生
にヘルメット・安全タスキを支給します。また、
経済的支援の必要な高校生に月額７千円の通学
費を支給します。
若桜町公民館池田分館の改修

（４４９万９千円）

利便性を図るため調理室を改修します。
給食センター運営（１，８２９万７千円）

食育の推進による健全な発達と、安心安全な学
校給食を提供します。また、新しい給食センター
の設計を行います。

旧塵芥処理場

イノシシ・シカの侵入防止柵

休憩交流処かりや

旧若桜小学校校舎
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◆納付方法の変更について◆

平
成
24
年
度
固
定
資
産
税

に
つ
い
て
の『
縦
覧
』

『
閲
覧
』を
開
始
し
ま
し
た ☎

お問い合わせ先
税務課

（８２）２２３４
ＩＰ９（８２）２２３４

『
縦
覧
制
度
』

　

納
税
者
が
自
己
の
所
有
す
る

土
地
・
家
屋
の
評
価
額
が
適
正

か
ど
う
か
を
、
縦
覧
帳
簿
に
記

載
さ
れ
て
い
る
他
の
土
地
・
家

屋
の
評
価
額
と
比
較
で
き
る
制

度
で
す
。

『
閲
覧
制
度
』

　

納
税
義
務
者
が
自
己
の
資
産

に
つ
い
て
固
定
資
産
課
税
台
帳

に
登
録
さ
れ
た
内
容
を
確
認
で

き
る
制
度
で
す
。
ま
た
、
借
地

人
・
借
家
人
も
借
用
物
件
の
課

税
台
帳
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

【
縦
覧
・
閲
覧
場
所
】

若
桜
町
役
場
税
務
課
窓
口

対　象　者 縦覧・閲覧に必要なもの 期　　　間 手　数　料

縦
覧

・固定資産税の納税者
・土地の納税者は土地の縦覧
・家屋の納税者は家屋の縦覧

・窓口に来られる方の運転免許
証や保険証などの身分証明書

・代理の場合は委任状

平成24年
４月１日～５月31日
※土日祝日を除く

無　料

閲
覧

・固定資産税の納税義務者
・納税管理人
・破産管財人など
・借地人、借家人

・窓口に来られる方の運転免許
証や保険証などの身分証明書

・代理の場合は委任状
・借地人 、借家人の場合は賃貸

借契約書など

平成 24 年
４月１日から通年
※土日祝日を除く

縦覧期間中は無料
※課税台帳の写しは

１枚10円

からの

お 知 ら せ
税 務 課

　

今
年
度
の
各
税
・
保
険
料
の

納
期
は
次
の
と
お
り
で
す
。
各

税
・
保
険
料
ご
と
に
第
１
期
納

期
限
の
10
日
前
ま
で
に
納
付
書

を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
各
納

期
限
ま
で
に
各
納
税
組
合
ま
た

は
下
記
の
金
融
機
関
な
ど
で
納

め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
口
座
振

替
に
よ
り
納
付
さ
れ
る
税
金
は
、

振
替
日
の
前
日
ま
で
に
入
金
し
て

く
だ
さ
い
。

納付月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 10月 11月 12月 １月 ２月

税目等 納期限
口座振替日

５月
１日

５月
31日

７月
２日

７月
31日

８月
31日

10月
31日

11月
30日

12月
25日

平成25年
１月
31日

平成25年
２月
28日

固定資産税 １期 ２期 ３期 ４期

町県民税
　（普通徴収） １期 ２期 ３期 ４期

国民健康保険税
　（普通徴収）  １期 ２期 ３期 ４期

介護保険料
　（普通徴収） １期 ２期 ３期 ４期

後期高齢者医療保険料
　（普通徴収） １期 ２期 ３期 ４期

軽自動車税 全期

○納期限・口座振替日

【
納
付
書
で
納
付
さ
れ
る
場
合

の
納
付
場
所
】

　

鳥
取
信
用
金
庫
本
支
店
、
鳥

取
い
な
ば
農
業
協
同
組
合
本
支

店
、
鳥
取
銀
行
本
支
店
、
山
陰

合
同
銀
行
本
支
店
、
若
桜
町
役

場
出
納
室

※
納
付
書
で
納
付
さ
れ
る
場
合

は
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
は
お

取
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。

　

４
月
支
給
の
年
金
よ
り
平
成

24
年
度
分
の
個
人
町
県
民
税
・

保
険
料
等
の
天
引
き（
仮
徴
収
）

が
始
ま
り
ま
す
。
対
象
と
な
ら

れ
る
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

個
人
町
県
民
税
の

特
別
徴
収
対
象
者

　

当
該
年
度
の
初
日
（
４
月
１

日
）
に
年
金
を
受
給
し
て
い
る

65
歳
以
上
の
方
で
、
前
年
中
の

年
金
所
得
に
係
る
町
県
民
税
の

納
税
義
務
の
あ
る
方
。

介
護
保
険
料
の

特
別
徴
収
対
象
者

　

65
歳
以
上
の
被
保
険
者
で
、

特
別
徴
収
対
象
の
年
金
が
年
額

で
18
万
円
以
上
の
方
。

国
民
健
康
保
険
税
の

特
別
徴
収
対
象
者

　

次
の
条
件
全
て
に
該
当
す
る

世
帯
主
の
方
。

・
世
帯
主
を
含
む
世
帯
内
の
国

民
健
康
保
険
加
入
者
が
全
て

65
歳
以
上
75
歳
未
満 

・
介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
さ

れ
て
い
る
（
４
月
か
ら
の
予

定
者
も
含
む
）

・
特
別
徴
収
対
象
の
年
金
が
年

額
で
18
万
円
以
上 

・
介
護
保
険
料
と
国
民
健
康
保

険
税
を
合
計
し
た
額
が
、
年

金
額
の
２
分
の
１
未
満

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
特
別
徴
収
対
象
者

　

次
の
条
件
全
て
に
該
当
す
る

方
。

・
75
歳
以
上
ま
た
は
65
歳
以
上

75
歳
未
満
で
一
定
の
障
が
い

の
あ
る
被
保
険
者

・
介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
さ

れ
て
い
る 

・
特
別
徴
収
対
象
の
年
金
が
年

額
で
18
万
円
以
上 

・
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
を
合
計
し
た
額

が
、
年
金
額
の
２
分
の
１
未
満

※
特
別
徴
収
対
象
年
金
に
は
年

金
保
険
者
や
年
金
種
別
に
よ

る
優
先
順
位
が
あ
る
た
め
、

年
金
額
が
18
万
円
以
上
で
も

特
別
徴
収
の
該
当
と
な
ら
な

い
方
も
あ
り
ま
す
。　

平
成
24
年
度
町
税
・
保
険
税
・

　
　
　
　
　保
険
料
の
納
期
に
つ
い
て

◎口座振替のおすすめ

・各納期限日に自動的に口座か
ら引き落とされる口座振替
は、納め忘れもなくとても便
利です。

・手続きは、各金融機関、ゆう
ちょ銀行の窓口で行ってくだ
さい。

・口座振替や変更の開始月は、金
融機関の受付が月の15日まで
のものは翌月以降に、16日以
降のものは翌々月に到来する納
期からとなります。

・口座の番号や名義人に変更が生
じたり、振替の廃止や納付方法
を変更する場合などは、お取扱
金融機関に届け出てください。

◆本徴収について◆

　６月に前年の所得に
より年間の町県民税・
保 険 料 等 が 確 定 し ま
す。（後期高齢者医療
保険料については７月
に確定）仮徴収分を差
し引いた額を 10、12、
２月の３回に分け各年
金支給月に本徴収しま
す。 町県民税、国民健
康保険税額の決定通知
書は６月中旬にお届け
します。後期高齢者医
療保険料・介護保険料
額の決定通知書は８月
上旬にお届けする予定
です。

◆仮徴収について◆

　国民健康保険税及び後期高齢者医療保険料に
ついては、申請により特別徴収での納付から口
座振替による納付に変更することができます。
口座振替による納付を希望される場合は、事前
に金融機関にて口座振替の手続きをしていただ
き「口座振替依頼書」の控えと「印鑑」をお持

ちのうえ役場税務課の窓口へお越しください。
変更まで３ヶ月以上かかる場合があります。
　なお、口座振替により納付いただいた場合、
その納付額はお支払いいただいた方（口座名義
人）の社会保険料控除の対象となり、所得税、
住民税の負担が軽くなる場合があります。

町
県
民
税
・
介
護
保
険
料
・
国
民
健
康
保
険
税
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収（
仮
徴
収
）に
つ
い
て

町税・保険税・保険料の納付は便利な口座振替で !!

　４、６、８月は町県民税・保
険料等の額がまだ確定していま
せんので、２月の特別徴収額と
同じ金額で各年金支給月に仮徴
収します。（国民健康保険税・後
期高齢者医療保険料が４月から
初めて特別徴収の対象となられ
る方の場合は前年度の年間保険
料額の６分の１相当となります。
対象となられる方へは４月上旬
に通知書をお届けします。）
　なお、介護保険料につきまし
ては、４月分は町県民税・保険
料などと同様に２月の特別徴収
額と同じ金額を年金から仮徴収
しますが、６、８月分については、

平成24年度から保険料が改定さ
れ増額することにともない、負
担の軽減を図るため、改定され
た仮の年間保険料額での仮徴収
額となります。変更になる仮徴
収額については、６月上旬に通
知書をお届けします。
　また、4 月から初めて特別徴
収の対象となられる方の場合は
4 月分は前年度の年間保険料額
の 6 分の 1 相当となります。６、
８月分については、改定された
仮の年間保険料額での仮徴収額
となります。対象となられる方
へは 4 月上旬に通知書をお届け
します。
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狂
犬
病
は
、
毎
年
世
界
中
で

死
者
を
出
し
て
い
る
恐
ろ
し
い

感
染
症
で
す
。
狂
犬
病
予
防
法

で
は
、生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、

必
ず
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病

予
防
注
射
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
万
一
迷
子
に
な
っ
た

と
き
、
犬
の
鑑
札
と
狂
犬
病
予

防
注
射
済
票
を
つ
け
て
い
る
と

飼
い
主
の
判
別
が
つ
く
の
で
、

必
ず
犬
の
首
輪
な
ど
に
つ
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
る
際

に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
案
内
ハ
ガ
キ
（
す
で
に
登
録

を
さ
れ
て
い
る
方
の
み
に
４

月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。）

・
注
射
手
数
料
２
，
９
５
０
円

（
注
射
代
２
，
４
０
０
円
、

注
射
済
票
代
５
５
０
円
）

・
新
規
登
録
手
数
料
３
，
０
０

　

０
円
（
今
の
犬
を
飼
い
始
め

て
ま
だ
登
録
（
犬
の
一
生
涯

に
１
回
）
を
さ
れ
て
い
な
い

方
の
み
。）

※
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
場
合
は

必
ず
役
場
町
民
福
祉
課
へ
死

亡
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

当
日
の
お
願
い

・
釣
り
銭
の
無
い
よ
う
代
金
を

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

・
犬
を
リ
ー
ド
で
き
る
人
が
連

れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

・
汚
物
を
処
理
で
き
る
も
の
を

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

・
犬
の
健
康
状
態
に
不
安
が
あ

る
場
合
は
、
注
射
の
前
に
獣

医
師
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

集
合
注
射
に
来
場
で
き
な
い
場
合

・
６
月
３
日
（
日
）
に
若
桜
町

役
場
に
お
い
て
補
足
狂
犬
病

予
防
集
合
注
射
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

・
４
月
と
６
月
い
ず
れ
の
集
合

注
射
に
来
る
こ
と
が
で
き
な

い
方
は
、
動
物
病
院
で
狂
犬

病
予
防
注
射
を
受
け
、
役
場

町
民
福
祉
課
に
獣
医
師
発
行

の
注
射
済
証
明
書
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。
注
射
済
票
を

交
付
し
ま
す
。（
５
５
０
円

必
要
で
す
。）

月　日 時　間 会　場 集　落

４月19日(木)

９時30分～９時40分 糸白見山根製材前 根安・糸白見・大炊・岸野

９時43分～９時48分 須澄バス停前 須澄

９時50分～９時55分 岩屋堂公民館前 岩屋堂

10時５分～ 10時15分
旧ＪＡ鳥取いなば
吉川支店前

吉川

10時25分～ 10時40分 中原分館前 栃原・中原・加地・大野

10時45分～ 10時50分 小船広場 寺前・小船

10時55分～ 11時 落折広場 落折

４月20日(金)

９時30分～９時40分 内町公民館前
寺所・馬場・内町・赤松・
あかまつ団地

９時48分～９時55分 諸鹿バス停前 諸鹿・来見野

10時10分～ 10時15分 香田バス停前 香田・長砂

10時20分～ 10時25分 上湯原バス停前 湯原

10時30分～ 10時35分 渕見バス停前 渕見

10時45分～ 11時 米公民館前 米・茗荷谷

４月23日(月)

９時30分～９時40分 高野隣保館前 上高野・高野

９時50分～９時55分 口屋堂羅公民館前 口屋堂羅・屋堂羅

10時10分～ 11時 若桜町役場前 宿内・浅井・若葉団地・三倉

６月３日(日) ９時20分～９時40分 若桜町役場前 全集落

平成24年度狂犬病予防注射実施日程表

※最寄りの会場で受けてください。
　各集落を回るため、細かく日程を区切っていますので、時間励行にご協力ください。

飼
い
主
の

皆
様
へ
お
願
い

犬
を
放
し
飼
い
に

し
な
い
で
く
だ
さ
い

　

飼
い
主
の
目
の
届
か
な
い
と

こ
ろ
で
、
人
を
攻
撃
し
た
り
、

近
所
の
物
を
壊
し
た
り
、
他
人

の
土
地
を
フ
ン
や
尿
で
汚
し
た

り
す
る
ば
か
り
か
、
交
通
事
故

に
あ
う
危
険
性
も
高
く
、
い
ろ

い
ろ
な
病
気
に
か
か
る
原
因
に

も
な
り
ま
す
。
世
の
中
の
人
す

べ
て
が
犬
を
好
き
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
あ
な
た
に
と
っ
て
は

ち
ょ
っ
と
し
た
犬
の
い
た
ず
ら

と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
も
、
相

手
に
と
っ
て
は
許
す
こ
と
の
で

き
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

犬
に
適
切
な
し
つ
け
を

し
ま
し
ょ
う

　

し
つ
け
は
、
犬
と
の
絆
を
築

き
上
げ
る
最
も
有
効
な
手
段
で

す
。
良
い
し
つ
け
を
す
る
た
め

に
は
、
飼
い
主
が
犬
の
本
能
を

理
解
し
て
、
犬
の
リ
ー
ダ
ー
に

な
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
あ
な

た
が
犬
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
犬

に
安
心
感
を
与
え
る
こ
と
で
、

犬
の
寿
命
も
長
く
な
り
ま
す
。

犬
が
可
愛
く
て
犬
の
欲
求
を
満

た
す
だ
け
で
は
、
犬
の
自
我
を

強
く
す
る
だ
け
で
、
結
果
的
に

人
に
噛
み
付
い
た
り
す
る
原
因

に
な
り
ま
す
。
愛
情
を
持
っ
て

根
気
強
く
し
つ
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

こ
ん
な
と
き
は
、
役
場
町

民
福
祉
課
・
鳥
取
県
東
部

総
合
事
務
所
に
相
談
！

・
飼
い
犬
を
ど
う
し
て
も
飼
え

な
く
な
っ
た
と
き      

・
鳥
取
県
に
保
護
さ
れ
た
犬
を

飼
い
た
い
と
き    　
　
　

・
飼
い
犬
が
迷
子
に
な
っ
た
と

き
・
迷
子
の
犬
を
保
護
し
た
と
き

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

若
桜
町
役
場
町
民
福
祉
課

☎(

82)

２
２
３
２

Ｉ
Ｐ
☎ 

９(

82)

２
２
３
２

鳥
取
県
東
部
総
合
事
務
所

生
活
安
全
課

☎ 

０
８
５
７(

20)

３
６
７
５

若桜町福祉
事務所を開設

犬
の
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
行
い
ま
す

　

４
月
１
日（
日
）か
ら「
若

桜
町
福
祉
事
務
所
」
を
開
設

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
鳥
取
県
東
部

福
祉
事
務
所
が
行
っ
て
い

た
生
活
保
護
に
関
す
る
事

務
な
ど
が
移
管
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
町
に
お
い
て
福

祉
・
保
健
に
関
す
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
一
体
的
に
提

供
で
き
る
体
制
が
整
い
ま

す
。

福
祉
事
務
所
と
は
？

生
活
保
護
、
母
子
福
祉
な
ど

に
関
す
る
相
談
、
援
護
や
保

護
を
実
施
す
る
総
合
的
な

社
会
福
祉
行
政
機
関
で
す
。

【
主
な
業
務
】

○
生
活
保
護
に
関
す
る
業

務
　

生
活
に
困
窮
し
て
い
る

人
の
健
康
で
文
化
的
な
最

低
限
度
の
生
活
を
保
障
し
、

自
立
援
助
を
目
的
と
し
た

相
談
、
あ
っ
せ
ん
、
扶
助
な

ど○
助
産
施
設
・
母
子
生
活
支

援
施
設
入
所
に
関
す
る
業

務
　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、

入
院
助
産
が
困
難
な
妊
産

婦
や
家
庭
事
情
の
あ
る
母

子
へ
の
保
護
・
支
援
を
行
う

た
め
の
施
設
入
所
認
定
及

び
相
談
な
ど

○
母
子
相
談
に
関
す
る
業

務
　

母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
児

童
の
健
や
か
な
成
長
を
支

援
す
る
た
め
の
相
談

【
受
付
窓
口
】

若
桜
町
福
祉
事
務
所
（
役
場

町
民
福
祉
課
内
）

☎ (

82)

２
２
３
３

Ｉ
Ｐ
☎ 

９(

82)

２
２
３
２
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類
（
申
請
書
、
事
業
計
画
書
及

び
収
支
予
算
書
）
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
５
月
中
旬
頃
に
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
説
明
）

を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
審
査
の

上
、
事
業
の
採
択
を
決
定
し
応

募
者
に
通
知
し
ま
す
。

応
募
資
格

　

若
桜
町
に
住
所
を
有
す
る
18

歳
以
上
の
個
人
、
ま
た
は
主
に

若
桜
町
に
住
所
を
有
す
る
18
歳

以
上
の
者
で
構
成
さ
れ
た
グ

ル
ー
プ
ま
た
は
集
落
。

○
目
的
を
持
っ
て
視
察
・
研
修

を
行
い
、
そ
の
成
果
を
生
か

し
、
地
域
の
活
性
化
に
向
け

て
積
極
的
に
参
画
で
き
る
方
。

○
人
材
集
団
を
結
成
し
、
事
業

計
画
の
策
定
・
実
施
な
ど
自

主
的
に
取
り
組
み
、
地
域
の

活
性
化
を
推
進
す
る
団
体
及

び
集
落
。

②
イ
ベ
ン
ト
開
催
等
支
援
事
業

　

町
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
経
費
、
町
外
で
開
催

さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
経

費
を
助
成（
町
外
イ
ベ
ン
ト
は
、

町
内
イ
ベ
ン
ト
と
の
連
携
が
見

込
ま
れ
る
場
合
の
み
と
す
る
。）

③
そ
の
他
の
事
業

　

町
人
材
育
成
基
金
運
営
委
員

会
に
お
い
て
特
に
地
域
の
振
興

に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
た
事
業

を
助
成
。

募
集
期
限

４
月
27
日
（
金
）

お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
企
画
財
政
課

☎
（
82
）
２
２
３
１

Ｉ
Ｐ
☎ 

９
（
82
）
２
２
３
１

そ
の
他

　

申
請
書
類
様
式
は
お
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.tow

n.w
akasa.

tottori.jp/dd.aspx?m
enuid=

1065

吉川YYC 日本一大幟相撲大会 若桜わんわんパトロール隊

小船活性化事業部によるあじさい園 若桜杉板かるたの会による
じげ言葉かるた

根安自治会によるイルミネーション

み
ん
な
の
力
で
町
を
元
気
に
！

～
平
成
24
年
度
人
材
育
成
・
村
お
こ
し
事
業
を
募
集
し
ま
す
～非

常
勤
講
師

 
岩
本
美
彩
子
（
桜
ヶ
丘
中
学
校
）

　
　
　
　

高
木　

美
穂
（
若
桜
小
学
校
）

外
国
語
指
導
助
手

 

メ
リ
ー
・
ワ
イ
ル
ズ
（
若
桜
中
学
校
）

養
護
教
諭 

岡
田　

範
子
（
若
桜
中
学
校
）

 

近
藤　

梨
絵
（
若
桜
小
学
校
）

栄
養
教
諭　

盛
本　

真
理
（
若
桜
小
学
校
）

事
務
主
幹　

中
尾　

泰
子
（
若
桜
中
学
校
）

事
務
主
事　

杉
原　

夏
季
（
若
桜
小
学
校
）

心
の
相
談
員

 

中
田　

雅
子
（
若
桜
中
学
校
）

図
書
指
導
員

 

藤
原　

知
子  　
　
　
　
　
　

 

　

(

わ
か
さ
生
涯
学
習
情
報
館)

学
校
主
事　

中
本　

陽
子
（
若
桜
中
学
校
）

特
別
支
援
教
育

支
援
員 

中
田　

一
葉
（
若
桜
中
学
校
）

 

上
川　

慶
子
（
若
桜
小
学
校
）

　
　
　

   

伊
井
野
早
苗

転
出

 

（
転
出
先
）

若
桜
中
学
校

教
頭 

平
尾　

和
幸
（
中
ノ
郷
中
学
校
へ
）

教
諭　

露
木　

範
子
（
八
東
中
学
校
へ
）

講
師　

花
岡　

幸
治
（
湖
東
中
学
校
へ
）

若
桜
小
学
校

校
長　

高
木　

政
寛 （
退
職
）

教
諭　

山
﨑　

聡
美
（
安
部
小
学
校
へ
）

 

竹
内　

隆
夫
（
若
葉
台
小
学
校
へ
）

平
成
24
年
度
若
桜
学
園
教
職
員

（
前
任
校
）

校　

長　

山
本　

光
文
（
若
桜
中
学
校
）

副
校
長　

永
原　

直
子
（
八
東
中
学
校
）

教　

頭　

大
野　

裕
二
（
若
桜
小
学
校
）

教　

諭　

渡
邉　

千
代
（
若
桜
小
学
校
）

　
　
　
　

土
井　

裕
子
（
若
桜
小
学
校
）

　
　
　
　

中
村　

範
直
（
若
桜
小
学
校
）

　
　
　
　

村
上
さ
え
美
（
大
江
小
学
校
）

　
　
　
　

福
田
第
士
郎
（
若
桜
中
学
校
）

　
　
　
　

田
中
恵
美
子
（
若
桜
小
学
校
）

　
　
　
　

北
村　

哲
生
（
若
桜
中
学
校
）

　
　
　
　

武
田　

聡
美
（
若
桜
小
学
校
）

　
　
　
　

山
田
美
由
紀
（
若
桜
中
学
校
）

　
　
　
　

梶
浦　

紀
生
（
若
桜
小
学
校
）

　
　
　
　

中
江　

一
雄
（
若
桜
中
学
校
）

　
　
　
　

谷
尾
千
代
子
（
若
桜
小
学
校
）

　
　
　
　

小
林　

一
寿
（
若
桜
小
学
校
）

　
　
　
　

上
山　

記
一
（
若
桜
中
学
校
）

　
　
　
　

生
田　

聡
史
（
若
桜
中
学
校
）

　
　
　
　

浦
林　

雅
樹
（
智
頭
中
学
校
）

　
　
　
　

繁
内　

靖
彦
（
若
桜
小
学
校
）

　
　
　
　

谷
浦
美
穂
子
（
若
桜
中
学
校
）

　
　
　
　

吉
川　

智
子
（
中
央
中
学
校
）

　
　
　
　

清
水　

裕
美
（
若
桜
中
学
校
）

　
　
　
　

小
谷　

政
人
（
若
桜
中
学
校
）

　
　
　
　

奥
田　

郁
子(

若
桜
中
学
校
）

　
　
　
　

植
島　

直
生
（
若
桜
小
学
校
）

　
　
　
　

岡
村
祐
太
朗
（
岩
倉
小
学
校
）

　住民の皆様をはじめ町外のお客様にも利用して
いただけるような親しみやすい名称を募集し、最

□選考理由

　名称の「みんなでよらーいや」、「とにかくよらー
いや」、「気軽によらーいや」、寄れば「知恵が出る」、

「汗が出る」、「元気が出る」という意味合いを持ち、
人と人との交流やつながりを大切にされている思
いが伝わってきたことが理由となりました。

■応募概要

(1)応募期間　平成24年２月１日から２月29日
(2)応募総数　31件

　料理講習会などにも利用できる「調理室」、20名程度
が宿泊できる「宿泊室」、３名程度の入浴が可能な「浴室」
の設置など、住民の皆様の自主的な活動や、様々な交流
など多目的に使っていただけるよう、新たな交流施設と
して生まれ変わりました。ぜひお気軽にご利用ください。
　なお、ご利用にあたっては、事前に使用許可申請が必
要です。
　また、施設の間取りや各室の使用料など詳細について
は、来月号で紹介します。

旧吉川分校　交流施設「寄来屋」に名称決定！

旧吉川分校を改修した交流施設「寄来屋」４月７日（土）オープン

■優秀賞　「やまなみ館」��瀧下　宇
う

一
いち

さん（吉川）

　　　　　「こもれび」� 津村あさみさん（吉川）

　　　　　「いこいのやかた」�中嶋　桜
おう

希
き

さん（吉川）

よ　らーい　や

よ らーい や

教
職
員
人
事

　

若
桜
町
で
は
、
町
の
活
性
化

を
推
進
す
る
た
め
、
広
い
視
野

を
持
っ
た
人
材
・
指
導
者
の
育

成
や
村
お
こ
し
に
つ
な
が
る
各

種
グ
ル
ー
プ
の
活
動
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
町
を
元
気
に
楽
し

く
す
る
、
皆
さ
ん
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
！

応
募
方
法

  
応
募
者
は
申
請
に
必
要
な
書

事
業
内
容

①
村
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
育
成
・

人
材
育
成
支
援
事
業

●
人
材
集
団
育
成
事
業

　

町
の
活
性
化
を
推
進
す
る
た

め
の
人
材
集
団
の
創
設
・
育
成

を
促
進
す
る
た
め
の
研
修
、
運

営
及
び
人
材
育
成
事
業
に
要
す

る
経
費
を
助
成

●
グ
ル
ー
プ
活
動
支
援
事
業

　

地
域
振
興
を
図
る
た
め
、
地

域
に
根
ざ
し
た
産
業
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
行
う
グ
ル
ー

プ
及
び
集
落
助
成
。

優秀賞１点、優秀賞３点を決定しました。各賞の
受賞作品と受賞者の方は以下のとおりです。

■最優秀賞�「寄来屋」�盛田　節子さん（農人町）
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若桜町と多可町が安心の絆を結ぶ
～災害時相互応援協定調印式～
　東日本大震災から丸１年を迎えたのを機に、兵庫県多

可町と災害時相互応援協定を締結しました。協定では、

災害発生時に食料や医薬品などの救援物資や避難施設の

提供、職員派遣をすることが定められました。�

　平成１９年に多可町からＳＬ（蒸気機関車）を譲り受け

たのをきっかけに相互交流が始まり、協定締結へとつな

がりました。�

　小林町長は「万が一に備えてすぐに応援できる態勢をつ

くり、これまで以上に両町の絆を深めたい」、また、戸田

多可町長は「安心の絆が結べる。この日に調印できたこと

に重みを感じている」と、それぞれ述べられました。�

左：小林町長

右：戸田多可町長

3月11日  日 〉〉〉

前列左から戸田多可町長、

小林町長、岡本議長、後

列左から玉
たま

臺
だい

多可町議会

議長、山本副町長、坂本

議員、高澤多可町議会議

員、工
く

古
ご

田
た

多可町副町長

お客様へ感謝の気持ちを
～わかさ氷ノ山スキー場お客様感謝祭～
　わかさ氷ノ山スキー場お客様感謝祭を開催しました。�

　小学生以下はリフトが無料開放とされ、朝早くから県

内外の家族連れやスキー愛好者など１,０００人を超える

方が来場され、残り少ない今シーズンの滑りを楽しまれ

ました。�

　午後２時からは、来シーズンのシーズン券や地元特産

品が当たる抽選会が開催され、レストランスノーピア前で

は、当選番号が発表されるたびに、大きな歓声と拍手が

沸き起こりました。�

3月11日  日 〉〉〉

当選し、喜びの声を上げる来場者

２０１１日本海新聞
ふるさと大賞を受賞！！
～地域貢献賞  ボランティア福寿会
スポーツ功労賞  若桜中学校スキー部～

　２０１１日本海新聞ふるさと大賞表彰式が若桜町役場

で行われ、若桜中学校スキー部がスポーツ功労賞を、ボ

ランティア福寿会が地域貢献賞を受賞しました。�

　若桜中学校スキー部部長の岩村稔大さんは、「このよう

な素晴らしい賞を受賞できるとは思っていなかったので嬉

しいです」また、ボランティア福寿会会長の山中幹也さん

は、「先輩たちの想いを受け継いで活動してきて、このよ

うな賞を受賞でき光栄に思います。今後も社会貢献活動

に尽力していきたいと思います。男性の皆さんも私たちと

一緒に活動してみませんか？」と、受賞の喜びをそれぞれ

述べられました。�

3月４日 日 〉〉〉

　今後の若桜町におけるバイオマス資源の活用方法を

考えるための若桜町林業シンポジウムを、若桜町公民館

で開催しました。�

　初めに、高知県立森林技術センター所長　松岡良昭

さんによる「木質バイオマスと農業、木材加工業及びそ

の他産業への活用」と題した講演が行われ、木質バイオ

マスの有用性や利用法などについて語られました。�

　その後、「若桜町における木質バイオマス資源の活用

方法」をテーマに地元で林業に従事している方たちによ

るパネルディスカッションを行いました。�

　若桜町が、林業再生に向けて一歩ずつ前進している

ことを実感できる一日となりました。�

若桜町の林業再生に向けて
～若桜町林業シンポジウム～

3月１日  木 〉〉〉

若桜中学校スキー部とボランティア福寿会の皆さん

林業従事者たちによるパネルディスカッション

若桜っ子がまた一つ栄誉を得る
～若桜幼稚園が文部科学大臣奨励賞を受賞～
　若桜幼稚園の園児たちが、第７１回全国教育美術展文部

科学大臣奨励賞の受賞報告のために、役場を訪れました。�

　全国教育美術展は、日本で最も伝統のある子どもの絵

の展覧会です。今回、若桜幼稚園は、応募校数２,６７２

校の中から３校しか得ることのできない栄誉を手にしまし

た。また、その他にも、６名の園児が、個人賞の特選を

受賞しました。�

　松本園長は、「園児たちは、園内で飼育する動物の世話

を通じて自然全体や生命への思いを育んでおり、自然の

流れとして作品を描いているんです」と述べられました。�

3月６日  火 〉〉〉

若桜幼稚園児たち

たくさんの思い出とともに

　若桜中学校卒業証書授与式・若桜小学校卒業証書授

与式が行われました。�

　若桜小学校では、たくさんの思い出が詰まった校舎で

最後の卒業式となりました。�

　たくさんの思い出と４月から始まる新生活への期待を

胸に、５５人が学舎を巣立ちました。�

3月9日  金 〉〉〉
3月19日  月 〉〉〉

～若桜中学校卒業式～
～若桜小学校卒業式～

若桜中学校卒業生30名

若桜小学校卒業生25名
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「第９次若桜町総合計画」について、
答申書をいただきました
　第９次若桜町総合計画の策定について、３月６日(火)に

若桜町総合計画審議会（山本賢二会長）から答申をいただ

きました。�

　総合計画は、長期的展望に立ってまちづくりの基本的

方向と施策を明らかにするものです。�

　１２名の審議会委員の皆様には住民懇談会やまちづく

り委員会の意見を踏まえたうえで、慎重審議を重ねていた

だきました。�

　答申では、積極的な住民参画のもとでの計画達成、効

率的な行財政運営と事業の実効性を確保した計画の推進、

社会情勢や経済動向の変化への柔軟な対応と運用が求め

られています。�

※第９次総合計画の概要については、来月号でお知らせし

ます。

お気軽にご相談ください
～人権擁護委員再任～
　このたび、人権擁護委員に松田千歳さん（山田町）、小林玲子さん（屋

堂羅）が再任され、４月１日付けで法務大臣より委嘱されました。松

田さん、小林さんのほかに盛本文子さん（馬場）が人権擁護委員とし

て委嘱されています。�

��人権擁護委員は、人権についての困りごと・心配ごとなど、毎日

の生活の中で起こる様々な問題への相談のほか、人権擁護活動、人

権に関する啓発活動などを行っています。�

　人権擁護委員による相談は、毎月第２火曜日、午前９時から１２

時まで、地域福祉センタードリーミーで受け付けています。相談は

無料で秘密は固く守られますので、お気軽にご相談ください。�

4月１日  日 〉〉〉

小林玲子さん 松田千歳さん

山本会長（右）と山根副会長（中央）より

町長へ答申書を提出

まちづくりについての
提案・要望をいただきました
　第９次若桜町総合計画の策定に伴い、２月２２日(水)

に若桜町まちづくり委員会（谷川充弘委員長）からまちづ

くりについての提案・要望をいただきました。�

　まちづくり委員会は若桜町内にお住まいの２０代～

４０代の方１８名で結成し、日頃抱いておられる思いや

要望を部会ごとに熱心に意見交換していただきました。�

谷川委員長（中央）と柿ヶ原副委員長（左）より

町長へ提案・要望書を提出

氷ノ山アルペンスキー大会が３月17日(土)、18
日(日)わかさ氷ノ山スキー場樹氷スノーピアゲレ
ンデで行われました。県内外から多数の選手が参

氷ノ山アルペンスキー大会

Ｂ級男子大回転

所 属氏 名順位

鳥取県 米子北高校青砥 童心1

若桜町 鳥取城北高校山本 啓太5

Ｂ級男子回転

所 属氏 名順位

三重県 藤原SC森川 幸彦1

Ｂ級女子大回転

所 属氏 名順位

福井県 大野高校谷 遥耶1

若桜町 鳥取城北高校瀬戸 葵8

Ｂ級女子回転

所 属氏 名順位

学連 大阪産業大学OBOG会斉藤 唯1

若桜町 鳥取城北高校瀬戸 葵14

Ｋ２男子大回転

所 属氏 名順位

兵庫県 温泉SC山内 拓海1

Ｋ２男子回転

所 属氏 名順位

岡山県 早島中学校鶴旨 広大1

Ｋ２女子大回転

所 属氏 名順位

鳥取県 米子東山中学校新田 季麗1

Ｋ２女子回転

所 属氏 名順位

兵庫県 夢が丘中学校井上 菜奈1

Ｋ１男子大回転

所 属氏 名順位

鳥取県 丹比小学校森下 海渡1

Ｋ１男子回転

所 属氏 名順位

鳥取県 安部小学校尾崎 凌玖1

Ｋ１女子大回転

所 属氏 名順位

鳥取県 八東中学校伊藤 花1

Ｋ１女子回転

所 属氏 名順位

鳥取県 八東中学校伊藤 花1

加し、熱い戦いが繰り広げられました。
各部門の優勝者と町内の選手の成績は次のと

おりです。（敬称略）
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町
長

　
小
林  

昌
司

平成24年４月19

新
年
度
予
算
に
思
う

　

一
年
は
本
当
に
短
い
も
の
だ

と
最
近
つ
く
づ
く
感
じ
ま
す
。

こ
の
前
、
平
成
23
年
度
予
算
を

編
成
し
た
と
思
っ
た
ら
、
い
つ

の
間
に
か
も
う
平
成
24
年
度
の

予
算
を
審
議
す
る
３
月
議
会
を

迎
え
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
の
幸
せ
を
願
い

総
額
30
億
５
，
３
０
０
万
円
の

一
般
会
計
当
初
予
算
を
議
会
に

提
案
し
ま
し
た
。
特
に
、
今
議

会
に
は
、
新
年
度
か
ら
始
ま
る

第
９
次
若
桜
町
総
合
計
画
の
基

本
構
想
を
提
案
し
ま
し
た
。　

　

新
し
い
事
業
と
し
ま
し
て

は
、
住
民
自
治
基
本
条
例
制
定

の
経
費
、「
元
気
だ
で
」村
づ
く

生
化
事
業
、
吉
川
村
中
２
号
線

改
良
事
業
、
河
川
愛
護
活
動
奨

励
金
、
若
桜
小
学
校
校
舎
解
体

事
業
、
給
食
セ
ン
タ
ー
新
築
設

計
費
、
小
中
学
校
給
食
費
保
護

者
負
担
軽
減
事
業
、
農
業
指
導

員
の
設
置
事
業
な
ど
が
新
規
事

業
の
主
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
で

は
、
介
護
施
設
へ
の
入
所
な

ど
が
多
く
な
り
、
多
額
の
介

護
料
を
必
要
と
し
ま
す
の
で
、

介
護
保
険
料
を
月
額
平
均
４
，

１
３
３
円
か
ら
５
，
３
８
０
円

に
30
％
の
ア
ッ
プ
を
行
い
ま

す
。

り
交
付
金
、
旧
警
察
官
舎
の
改

修
、
女
性
消
防
団
員
の
新
設
、

移
住
定
住
促
進
事
業
、
高
齢
者

等
住
宅
屋
根
雪
下
ろ
し
除
雪
費

補
助
金
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
運
営
事
業
、
高
齢
者
の
交

流
施
設「
寄よ

来
ら
ー
い

屋や

」の
運
営
費
、

福
祉
事
務
所
の
開
設
、
特
産
品

開
発
支
援
、
獣
肉
処
理
施
設
の

建
設
、
林
業
専
用
道
の
開
設
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
有
効

活
用
調
査
事
業
、「
休
憩
交
流

処
か
り
や
」、「
昭
和
お
も
ち
ゃ

館
」の
管
理
費
補
助
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
設
置
費
、
新
規

創
業
・
開
業
者
支
援
の
奨
励
金
、

観
光
開
発
事
業
団
指
定
管
理

料
、
氷
ノ
山
ス
ポ
ー
ツ
広
場
芝

　

ま
た
、
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
と
も
、
基
金（
貯
金
）

が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

特
に
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

は
、
年
々
医
療
費
も
増
高
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
全
町
民
レ
ベ
ル

で
の
体
力
づ
く
り
事
業
の
推
進

や
、
健
診
の
受
診
率
向
上
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

氷
ノ
山
ス
キ
ー
場
で

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
大
会

を
開
催

　

３
月
17
日(

土)

、
18
日(

日)

、

氷
ノ
山
ス
キ
ー
場
で
鳥
取
県

ス
キ
ー
連
盟
主
催
に
よ
る

２
０
１
２
氷
ノ
山
ア
ル
ペ
ン
ス

キ
ー
大
会
と
中
国
地
方
の
中

学
・
高
校
の
新
人
戦
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
14
都
道
府
県
か
ら

１
２
０
人
の
選
手
が
エ
ン
ト

リ
ー
し
て
、
今
シ
ー
ズ
ン
最
後

の
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
昨
年
樹
氷
ス

休憩交流処かりや

ノ
ー
ピ
ア
の
ゲ
レ
ン
デ
が
全
日

本
ス
キ
ー
連
盟
の
公
認
コ
ー
ス

に
指
定
さ
れ
た
の
を
機
会
に
大

会
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

鳥
取
県
ス
キ
ー
連
盟
の
内
田

会
長
は
、「「
氷
ノ
山
ア
ル
ペ
ン

ス
キ
ー
大
会
」と
し
て
、
毎
年

開
催
す
る
大
き
な
大
会
に
し
た

い
」と
意
気
込
ん
で
お
ら
れ
ま

す
。

　

氷
ノ
山
ス
キ
ー
場
の
集
客
の

た
め
に
も
、
大
会
は
欠
か
せ
な

い
も
の
で
あ
り
、
若
桜
町
と
し

て
も
こ
の
大
会
を
支
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

取
引
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
で
は
、

キ
ー
ボ
ー
ド
の
操
作
ミ
ス
な
ど

に
よ
り
購
入
す
る
意
思
が
な
い

の
に
誤
っ
て
購
入
申
し
込
み
を

し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
よ
く
あ

り
ま
す
。
か
か
る
場
合
、
錯
誤

無
効
（
民
法
95
条
本
文
）
を
主

張
し
て
返
品
を
検
討
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
本
件

で
は
、
キ
ー
ボ
ー
ド
操
作
を
間

違
え
て
50
個
も
の
商
品
を
購
入

し
て
お
り
、
不
注
意
に
よ
る
も

の
と
い
え
ま
す
の
で
錯
誤
無
効

の
主
張
は
困
難
と
も
思
わ
れ
ま

す
（
民
法
95
条
但
し
書
き
）。

も
っ
と
も
、
事
業
者
は
、
こ
の

よ
う
な
消
費
者
の
ミ
ス
を
防
止

す
る
た
め
に
消
費
者
の
意
思
を

確
認
す
る
と
い
う
措
置
を
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
に
お
い
て

容
易
に
講
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

消
費
者
の
不
注
意
を
理
由
に
返

品
を
認
め
な
い
こ
と
は
か
え
っ

て
不
公
平
と
い
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
消
費
者
が
行
う
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
に
つ
い
て

は
、
電
子
契
約
法
（
電
子
消
費

者
契
約
及
び
電
子
承
諾
通
知
に

関
す
る
民
法
の
特
例
に
関
す
る

法
律
）
が
適
用
さ
れ
、
消
費
者

の
不
注
意
に
よ
る
場
合
で
も
返

品
は
可
能
と
な
り
ま
す
。
す
な

わ
ち
、
①
消
費
者
が
そ
の
使
用

す
る
電
子
計
算
機
を
用
い
て
送

信
し
た
と
き
に
当
該
事
業
者
と

の
間
で
電
子
消
費
契
約
の
申
し

込
み
ま
た
は
そ
の
承
諾
の
意
思

表
示
を
行
う
意
思
が
な
か
っ
た

と
き
、
ま
た
は
②
消
費
者
が
そ

の
使
用
す
る
電
子
計
算
機
を
用

い
て
送
信
し
た
と
き
に
当
該
電

子
消
費
者
契
約
の
申
し
込
み
ま

た
は
そ
の
承
諾
の
意
思
表
示
と

異
な
る
内
容
の
意
思
表
示
を
行

う
意
思
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、

民
法
95
条
但
し
書
き
の
適
用

は
な
く
（
電
子
契
約
法
３
条
）、

不
注
意
に
よ
る
場
合
で
も
返
品

は
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
事
業
者
が
消
費
者

の
申
し
込
み
ま
た
は
承
諾
の
意

思
表
示
に
対
し
て
電
磁
的
方
法

に
よ
り
そ
の
映
像
面
を
介
し

て
、
そ
の
申
し
込
み
も
し
く
は

意
思
表
示
を
行
う
意
思
の
有
無

に
つ
い
て
確
認
を
求
め
る
措
置

を
講
じ
た
場
合
に
は
、
消
費
者

の
ミ
ス
を
防
止
す
る
措
置
を
講

じ
た
も
の
と
い
え
、
不
注
意
に

【４月の消費生活相談】
●と　き＝４月10日（火）・17日（火）・24日（火）
　　　　　９時～ 16時
●ところ＝地域福祉センター  ドリーミー
　専用ダイヤル ☎(71)0822  IP☎9(71)0822
＊詳しくは、広報わかさ４月号折り込みのチラ

シをご覧ください。
【４月の法律相談】
●と　き＝４月11日（水）13時30分～ 16時
　　　　　＊要予約
●ところ＝地域福祉センター  ドリーミー
　　　　　☎(82)0254  IP☎9(82)0254

弁
護
士

：

上
田
雅
稔
氏

　

ア
ド
バ
イ
ス

相
談
事
例

一人で悩まず、
　　　まず相談を！
  ～身近に存在する悪徳商法～

よ
る
場
合
を
救
済
す
る
理
由
が

あ
り
ま
せ
ん
。
か
か
る
場
合
に

は
、
原
則
ど
お
り
民
法
95
条
但

し
書
き
の
適
用
が
あ
る
た
め
、

不
注
意
に
よ
る
場
合
返
品
は
困

難
と
な
り
ま
す
（
電
子
契
約
法

３
条
但
し
書
き
）。

　

本
件
で
は
、「
購
入
す
る
」
と

い
う
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
購

入
手
続
が
終
了
し
て
お
り
、
最

終
的
な
意
思
表
示
を
行
う
前
に

申
し
込
み
内
容
を
表
示
し
訂
正

の
機
会
を
与
え
る
な
ど
の
措
置

が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
た

が
っ
て
、
民
法
95
条
但
し
書
き

は
適
用
さ
れ
ず
（
電
子
契
約
法

３
条
）、本
件
の
よ
う
に
キ
ー
ボ
ー

ド
操
作
を
誤
っ
た
場
合
で
あ
っ
て

も
返
品
は
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
相
談
は
消
費
生
活

相
談
窓
口
な
ど
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

私
は
、
街
に
出
か
け
て
買
い

物
す
る
の
が
億お
っ

劫く
う

な
の
で
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
を
利
用
し

て
買
い
物
を
し
て
い
ま
す
。
あ

る
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販

で
商
品
を
購
入
し
よ
う
と
し
た

と
こ
ろ
キ
ー
ボ
ー
ド
の
操
作
を

誤
り
、
５
個
購
入
す
る
と
こ
ろ

50
個
購
入
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

い
つ
も
利
用
す
る
通
販
会
社
は
、

「
購
入
す
る
」
と
の
ボ
タ
ン
を

押
し
た
後
に
商
品
の
確
認
画
面

が
出
て
く
る
の
で
す
が
、
今
回

利
用
し
た
会
社
で
は
確
認
画
面

は
出
て
こ
ず
、「
購
入
す
る
」
と

の
ボ
タ
ン
を
押
し
た
だ
け
で
購

入
手
続
が
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
50
個
も
不
要
で
す
の
で
、

購
入
を
取
り
や
め
返
品
し
た
い

の
で
す
が
可
能
で
し
ょ
う
か
？

昭和おもちゃ館

滑走する選手
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３
月
末
で
若
桜
小
学
校
を
閉
じ
て
、
４

月
か
ら
「
若
桜
学
園
」
が
始
ま
る
の
を
機

に
、
現
校
舎
と
の
別
れ
と
お
世
話
に
な
っ

た
人
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
こ
と

を
目
的
に
「
あ
り
が
と
う
・
さ
よ
う
な
ら

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
計
画
し
ま
し
た
。

２
月
26
日
（
日
）
の
午
後
１
時
か
ら
町
長

さ
ん
を
始
め
、
保
護
者
や
卒
業
生
、
地
域

の
方
々
１
８
０
名
ほ
ど
の
参
加
を
得
て
開

会
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
交
流
タ
イ
ム
を
行
い
ま
し
た
。

６
年
生
は
「
お
菓
子
処
わ
か
さ
」
と
し
て
、

蒸
し
パ
ン
と
お
茶
を
準
備
し
、
感
謝
の
心

で
も
て
な
し
ま
し
た
。
他
の
学
年
も
内
容

を
工
夫
し
、
楽
し
い
交
流
の
ひ
と
時
を
す

ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
体
育
館
の
歴
史
コ
ー
ナ
ー
で
は

古
い
ア
ル
バ
ム
を
懐
か
し
そ
う
に
眺
め
て

あ
り
が
と
う
・
さ
よ
う
な
ら

若
桜
小
学
校

64  若桜学園

大勢の方でにぎやかだった「お菓子処わかさ」会場

☎
お問い合わせ先

若桜町保健センター
（８２）２２１４

若桜町包括支援センター
（８２）２２０９
IP９（８２）２２１４

　

最
近
の
調
査
に
よ
る
と
、
日

本
の
65
歳
以
上
の
方
で
認
知
症

に
か
か
る
人
の
割
合
は
８
～

10
％
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
昨

年
の
８
月
に
若
桜
町
で
行
っ
た

生
活
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
で

は
、
調
査
対
象
者
（
要
介
護
３

～
５
を
除
く
65
歳
以
上
の
方
全

員
）
の
う
ち
約
13
・
４
％
の
方

が
「
物
忘
れ
」
を
感
じ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

　

認
知
症
は
、
物
忘
れ
を
自
覚

し
て
い
て
も
、「
年
相
応
だ
か

ら
仕
方
が
な
い
」
と
か
「
人
に

知
ら
れ
た
ら
恥
ず
か
し
い
」、

「
世
話
に
な
り
た
く
な
い
」
な

ど
の
理
由
で
、
発
見
が
遅
れ
て

し
ま
い
が
ち
で
す
。

認
知
症
の

早
期
発
見
の
た
め
に
・
・
・

　

昨
年
は
、
新
し
い
内
服
薬

が
出
る
な
ど
研
究
、
解
明
が

進
ん
で
い
る
の
で
、
早
期
発

見
が
大
事
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

下
図
は
認
知
症
の
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
で
す
。
３
つ
以
上

当
て
は
ま
る
方
は
、
早
め
に

専
門
医
へ
受
診
さ
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

受
診
を
す
る
場
合
は
、
物

忘
れ
外
来
や
脳
神
経
外
科
、

脳
神
経
内
科
、
精
神
科
な
ど

の
専
門
医
に
か
か
る
の
が
よ

い
と
思
い
ま
す
。
家
族
が
気

が
つ
い
て
い
て
も
、
本
人
は

受
診
を
拒
否
さ
れ
る
場
合
も

あ
っ
た
り
、
大
き
な
専
門
医

療
機
関
は
抵
抗
が
あ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は

か
か
り
つ
け
医
や
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

農
地
を
、
権
利
移
転
及
び
用
途

変
更
（
転
用
）
す
る
場
合
は
、
農

地
法
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
が
必

要
で
す
。

　

農
地
転
用
の
手
続
き
に
は
、
下

記
の
2
つ
の
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

各
許
可
の
申
請
の
締
切
は
毎
月

25
日
で
翌
月
の
10
日
前
後
に
開
催

さ
れ
ま
す
委
員
会
で
審
議
し
ま
す
。

農
地
転
用

☎
お問い合わせ先
農業委員会事務局
（８２）２２３９
産業観光課

ＩＰ９（８２）２２３８

　４
月
、
新
し
い
年
度
の
始
ま
り
で
す
。

響
の
森
も
平
成
11
年
度
に
オ
ー
プ
ン
し

て
14
年
目
と
な
り
ま
す
。
３
月
に
は
、

入
館
者
と
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
を
合
わ
せ

た
利
用
者
数
の
累
計
が
50
万
人
に
達
し

ま
し
た
。
館
内
を
見
学
し
た
人
、
氷
ノ

山
自
然
観
察
会
な
ど
に
参
加
さ
れ
た
人
、

宿
泊
研
修
や
校
外
学
習
で
来
ら
れ
た
児

童
・
生
徒
、
先
生
方
、
婦
人
会
や
老
人

会
で
創
作
体
験
な
ど
を
楽
し
ま
れ
た
方

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
愛
顧
の

お
か
げ
だ
と
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　で
は
、
あ
ら
た
め
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

響
の
森
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
何
を
し

て
い
る
の
？
「
ジ
オ
ラ
マ
な
ど
の
展
示

が
あ
っ
て
…
」、「
登
山
や
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

ハ
イ
ク
を
や
っ
て
い
て
…
」。
実
は
こ
れ

ら
、
氷
ノ
山
の
自
然
を
皆
さ
ん
に
知
っ

て
欲
し
く
て
行
っ
て
い
る
の
で
す
。

　こ
う
い
っ
た
活
動
は
『
イ
ン
タ
ー
プ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
』
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

元
々
「
通
訳
」
と
い
う
意
味
で
す
が
、

自
然
が
発
す
る
様
々
な
言
葉
を
人
間
の

言
葉
に
翻
訳
し
て
伝
え
る
こ
と
を
示
し
、

自
然
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
っ
た
り
、

保
護
す
る
気
持
ち
を
育
ん
だ
り
す
る
の

が
目
的
で
す
。

　展
示
を
通
し
て
の
イ
ン
タ
ー
プ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
。
特
に
『
夜

の
森
の
ジ
オ
ラ
マ
』
で
は
、「
モ
グ
ラ
を

狙
う
コ
ノ
ハ
ズ
ク
」
な
ど
氷
ノ
山
の
自

然
の
様
子
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
夜

の
森
、
そ
こ
で
活
動
す
る
動
物
た
ち
、

私
た
ち
が
実
際
に
目
に
す
る
こ
と
が
難

し
い
生
態
が
よ
く
わ
り
ま
す
。
山
に
入

る
前
に
予
習
す
る
も
良
し
。
帰
っ
て
き

て
か
ら
「
こ
れ
見
た
！
」
と
復
習
す
る

も
良
し
。
一
度
じ
っ
く
り
と
ジ
オ
ラ
マ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　突
然
で
す
が
、
４
月
か
ら
異
動
と
な

り
ま
し
た
。
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

氷
ノ
山
自
然
ふ
れ
あ
い
館

　響
の
森

自
然
解
説
専
門
員

　高
橋
宏

�「響の森」って知ってる？

い
た
り
、「
若
桜
小
の
思
い
出
」
コ
ー
ナ
ー

で
は
卒
業
生
や
先
生
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
読
み
い
っ
た
り
す
る
姿
が
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。
続
い
て
記
念
品
づ
く
り
タ
イ

ム
で
は
、
親
子
で
思
い
出
と
な
る
写
真
立

て
を
作
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
谷
川
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
さ
ん
ら
の

ギ
タ
ー
伴
奏
に
よ
り
参
加
者
全
員
で
校
歌

斉
唱
を
し
て
終
え
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た

多
く
の
み
な
さ
ん
が
若
桜
小
学
校
が
大
好

き
で
、
現
在
地
か
ら
離
れ
る
こ
と
、
校
舎

が
な
く
な
る
こ
と
に
寂
し
さ
を
感
じ
ら
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。
同
時
に
、
４
月
か
ら

始
ま
る
「
若
桜
学
園
」
へ
の
期
待
も
強
く

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
は
若

桜
小
学
校
の
思
い
出
を
大
切
に
し
つ
つ
新

し
い
学
校
で
新
た
な
歴
史
の
ペ
ー
ジ
を
開

い
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

モグラを狙うコノハズク

1. 同じことを言ったり聞いたりする □  8. 慣れた所で道に迷った □
2. 物の名前が出てこなくなった □  9. 財布などを盗まれたという □
3. 置き忘れやしまい忘れが目立ってきた □ 10. ささいなことで怒りっぽくなった □
4. 以前はあった関心や興味が失われた □ 11. 蛇口、ガス栓の締め忘れ、火の用心ができなくなった □
5. だらしなくなった □ 12. 複雑なテレビドラマが理解できない □
6. 日課をしなくなった □ 13. 夜中に急に起きだして騒いだ □
7. 時間や場所の感覚が不確かになった □ （国立長寿医療センターで使われているチェックリストより）

※この項目はあくまでも目安であり、診断をするものではありません。

３月13日に
農業委員会を開催しました。

審議事項

・非農地証明� ２件
・利用権設定� 28件

転用のケース 申請者

農家が自分の所有する農地を転用する場合 
( 農地法４条 ) 農地の所有者

事業者などが農地を買ったり借りたりして転用
する場合 ( 農地法５条 )

売り主と買い主
( 土地所有者と転用事業者 )

認知症チェックリスト
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　小学生対象のスキー教室を68名の参
加者で実施しました。冬の定番「スキー
教室」では滑り方だけでなく、集団生
活のルールや規則も学びました。
　初級・中級・上級の３つのレベルに
分かれ、基本から応用までインストラ
クターのしっかりした指導により、ス
キーが初めての子どもも最後には一人
でリフトに乗り、ボーゲンができるよ
うになりました。

　地域の皆さんに健康で長生きしていただくた
めに食生活改善推進員、包括支援センター職員、
栄養士と合同で健康料理講習会を行いました。

みんなで仲良く・楽しく滑りました
～若桜・郡家・岩美「地域交流スキー教室」～２月12日（日）

今月の言葉　そらさない　人を見つめる　すんだ瞳を

５

問
．
あ
な
た
は
、
男
女
が
平
等
な
立
場
で
協

力
し
合
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
ど
ん
な
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　
「
女
性
自
身
が
経
済
力
を
つ
け
た
り
、
知
識
、

技
術
を
習
得
す
る
な
ど
積
極
的
に
能
力
の
向

上
を
図
る
」
と
い
う
回
答
項
目
が
、
男
性
と

女
性
で
大
き
な
開
き
が
あ
り
ま
す
。

　

男
性
は
仕
事
、
女
性
は
家
事
の
よ
う
な
固

定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
の
一
面
が
表
れ
て

お
り
、
女
性
の
社
会
進
出
を
図
る
た
め
に
も

意
識
の
改
善
を
す
べ
き
点
で
す
。

　
「
男
女
が
お
互
い
の
個
性
・
能
力
を
認
め
合

い
、
補
い
合
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
持
つ
」

と
い
う
回
答
が
一
番
多
く
な
っ
て
お
り
、
共

働
き
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
中
、
仕
事
や
家

庭
、
地
域
で
の
活
動
に
つ
い
て
家
族
み
ん
な

で
支
え
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

若桜町男女共同参画意識調査
アンケートの結果から　その２

0 20 40 60 80 100

女性自身が経済力をつけたり、知識、技術を習得
するなど積極的に能力の向上を図る

男性自身が生活者としての家事能力を身につける

男女がお互いの個性・能力を認め合い、補い合っ
ているという認識を持つ

法律や制度の面で見直しを行い、性差別につなが
るものを改める

男女平等の視点に立った教育や学習を充実する

性別による様々な社会通念・慣習・しきたりを改
める

家事・子育て・介護・地域活動についても重要を
認識する

会話やコミュニケーションにより、お互いを思い
やる気持ちを育てる

女性の就業、社会参加を支援する施設やサービス
の向上

労働時間を短縮するなど、男女が家事や家庭責任
を分担できる働き方が選べる

行政や企業などの指導的立場の人が理解を持つ

雇用形態・労働条件に男女の区別があれば同等に
する

行政や企業などの役職に一定の割合で女性を登用
する制度を採用・充実する

23.1
46.7

30.8
35.0

71.2
81.7

21.2
13.3

23.1
18.3

32.7
28.3

44.2
33.3

44.2
40.0

17.3
28.3

30.8
26.7

23.1
26.7

19.2
17.0

42.3
23.3

男性（％）

女性（％）

いつまでも健康で
長生きしてください

～健康料理講習会～２月24日（金）

「認知症予防サポーター養成講座」

さば缶ちゃんちゃん焼き

切り干し大根の洋風白和え

小松菜の中華風スープ

はちみつしょうがゼリー

講習会の献立

平成24年４月23

若桜町包括支援センター・石田社会福祉士のお話を
聞きました。
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郷
土
文
芸
（
敬
称
略
）

川

　柳

　（
さ
く
ら
吟
社
）

春
を
待
ち
指
動
か
し
て
鶴
を
折
る　
　
　

　

植
田
み
の
る

復
興
に
事
寄
せ
税
を
取
り
た
が
る　
　
　

　

門
村　

千
代

雪
だ
る
ま
こ
の
大
雪
に
腰
抜
か
す　
　
　

　

蔵
本　

悦
子

ド
カ
雪
も
冷
房
用
に
使
え
た
ら　
　
　
　

　

中
田　

房
江

文
明
の
世
で
も
大
雪
止
め
ら
れ
ず　
　
　

　

茗
荷　

き
み

サ
ッ
カ
ー
も
蹴
マ
リ
も
や
っ
た
事
が
な
い

　

盛
田　

夢
路

ほ
ら
そ
こ
で
春
が
背
伸
び
を
し
て
い
る
よ

　

石
岡
せ
つ
子

酒
の
瓶
カ
ラ
に
な
る
の
が
超
早
い　
　
　

　

西
谷　

幸
子

四
世
代
鍋
を
つ
つ
い
て
温
か
い　
　
　
　

　

谷
口　

史
子

に
ん
げ
ん
が
作
る
薬
も
爆
弾
も　
　
　
　

　

永
原　

昌
鼓

友
が
来
る
話
し
上
手
に
聞
き
上
手　
　
　

　

藤
原
美
智
恵

掘
り
ゴ
タ
ツ
周
り
の
も
の
は
孫
の
手
で　

　

川
上　
　

巧

い
の
し
し
や
鹿
も
養
う
農
作
業　
　
　
　

　

山
本　

欣
和

湯
た
ん
ぽ
の
余
熱
恋
し
や
朝
の
床　
　
　

　

盛
田　

康
秋

炬
燵
守
り
今
日
も
一
日
雪
が
舞
う　
　
　

　

中
島　

寿
道

明
日
は
明
日
あ
す
が
来
て
か
ら
考
え
る　

　

竹
口　

清
信

北
風
に
甘
っ
た
れ
だ
と
叱
ら
れ
る　
　
　

　

藤
原　

鬼
桜

春
を
待
つ
人
も
草
木
も
被
災
地
も　
　
　

　

岡
崎　

彰
夫

俳

　句　
（
若
桜
い
づ
み
俳
句
会
）

気
ま
ぐ
れ
の
歩
み
の
先
に
蕗
の
薹

 

西
尾　

青
雨

玄
関
の
色
紙
入
れ
替
え
春
を
待
つ

 

中
村　

節
枝

雛
の
笑
み
子
等
を
包
み
て
を
り
に
け
り

 

山
根　

里
江

健
や
か
な
事
に
感
謝
し
寒
参
り

 

坂
口　

仲
子

雪
卸
熱
き
コ
ー
ヒ
ー
入
れ
に
け
り  

 

谷
口　

裕
子

 

俳

　句　
（
鶴
尾
句
会
）

砂
漠
色
し
た
る
マ
フ
ラ
ー
貰
ひ
け
り

 

山
本　

小
品

日
脚
伸
ぶ
ピ
ア
ノ
教
室
リ
ズ
ミ
カ
ル

 

田
島　

富
子

寒
椿
乳
房
な
き
憂
さ
広
げ
け
り

 

谷
口　

裕
子
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　ポーセラーツインストラクター・木下滋子さん
の指導によるポーセラーツ講習会を開催しまし
た。参加者 16 名が、自分で選んだ白磁の陶器に
思い思いにデザインして転写シートを貼り、オリ
ジナルの作品を作っていきました。
　誰でも気軽に楽しめるということもあり、小学
生を交えての和やかな雰囲気の中での講習会とな
りました。
　お揃いのカップでのティータイムに想いをはせ
ながらペアのカップを作った方や、お孫さんと一
緒にピンク色の可愛いカップを作った方など楽し
い一時を過ごしました。
　自分がデザインし作成した食器での味わいは、
さぞや格別なことでしょう。

　「オズ・ガーデン」の遠藤佳代子さんを講
師に招き、春の寄せ植え講習会を開催しま
した。
　昨年６月に開催し好評だったので、今年
度２回目の開催となりました。
　参加者20名が、遠藤さんのユーモアと店

誰でも気軽にデザイナー
ポーセラーツ講習会

３月３日（土）
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ォ

ト
フ
レ
ー
ム
・
小
物
な
ど
を
作
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。
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毎
月
第
４
土
曜
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午
後
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。
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同
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待
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し
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す
。

新年度サークル会員募集
　公民館を会場に活動されている
サークルの会員募集をしています。
初心者大歓迎です。
　詳しくは折り込みチラシをご覧く
ださい。

サ
ー
ク
ル
紹
介

拉致問題を考える
第12回　若桜氷ノ山寿大学

３月22日（木）

のＰＲを交えた説明を聞き、それぞれ花を
植えていき、一足早い春の訪れを感じてい
ました。
　遠藤さんは、「レイアウトで迷ったら３カ
所に植える。３種類を３カ所に、３を意識
するとバランスよく収まります」などのコ
ツを教えてくださいました。　
　終了後には、早くも次回の開催を期待す
る声も聞かれ、できあがった鉢を手に、花
にも負けない笑顔で皆さんがとても満足な
様子でした。

一足早い春の訪れを感じて
春の寄せ植え講習会

２月25日（土）
「

グ
ラ
ス
ア
ー
ト
」

韓国語を勉強しませんか？
　毎週月曜日午後２時～３時に公民館
小会議室で初心者講座を開設します。
　皆さんが気軽にご参加ください。
　お問い合わせは公民館（☎82-
1584）へ。

　今年度最後の寿大学は、「拉致問題講演会」で
した。
始めに鳥取県人権局人権・同和対策課 木村副主
幹による「拉致問題の概要説明」があり、「県民
一人一人の声が何よりも強い力になり、拉致問題
の早期解決につながる。」と説明されました。Ｄ
ＶＤは、「拉致私たちは何故、気付かなかったの
か！」が上映され、10年以上にわたる被害者家
族の救出への取り組みなどが紹介されました。
　最後に米子市の拉致被害者　松本京子さんの兄
　松本孟さんが「拉致被害者の人権　家族の思い」
と題して講演され、松本さんは、「母親も高齢になっ
た。１日も早く妹と母と普通の暮らしがしたい。
皆さんのご支援をお願いします」と話されました。
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新 着 図 書 2012．2．29まで

≪ そ の 他 ≫≪ 文 学 ≫

井沢 元彦・逆説の日本史 １巻～17巻福井 晴敏・震災後

松居 直・松居直自伝藤沢 周平・藤沢周平全集 １巻～26巻 別巻

佐野 眞一・あんぽん堂場 瞬一・歪

トルステン ハーフェナー・心を上手に透視する方法デイヴィッド ゴードン・二流小説家

リンダ バーバチー・働く人のためのちいさな知恵加治 将一・西郷の貌

白澤 卓二・100歳までサビない生き方荒山 徹・柳生黙示録

菊池 勝弘・雪の結晶図鑑明野 照葉・東京ヴィレッジ

遠藤 保仁・観察眼田中 慎弥・共喰い

≪ ヤングアダルト ≫青山 七恵・花嫁

上橋 菜穂子・炎路を行く者新野 剛志・素人がいっぱい

≪ 児 童 書 ≫黒野 伸一・限界集落株式会社

サイモン フレンチ・そして、ぼくの旅はつづく伊藤 たかみ・お別れの、そのあとで

パウル ビーヘル・ネジマキ草と銅の城石田 衣良・スイングアウト・ブラザース

富安 陽子・妖怪一家九十九さん大沢 在昌・鮫島の貌

クリエイティブ スイート・伝説の生き物大図鑑西村 京太郎・寝台特急「サンライズ出雲」の殺意

小林 深雪・児童文学キッチン花村 萬月・信長私記

≪ 絵 本 ≫楡 周平・羅針

降矢 なな・いそっぷのおはなし桂 望実・週末は家族

安野 光雅・あいうえおみせ荻原 浩・幸せになる百通りの方法

長谷川 義史・ようちえんいやや阿川 佐和子・聞く力

堀川 真・あかいじどうしゃよんまるさん川上 未映子・魔法飛行

コマヤス カン・新幹線のたび田渕 久美子・毎日が大河

≪ 郷 土 ≫平岩 弓枝・東京暮らし江戸暮らし

鹿 雪榮・古井喜実と中国火坂 雅志・西行その「聖」と「俗」

※この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください。

体、リフレッシュ！

中高年者でも無理なくできる「水中歩行」

近年、中高年者の運動として水中歩行（ウォー

キング）などが大いに見直されています。こうし

た水中運動は泳ぐことのできない人や、体力が弱

い中高年者でも気軽にでき、さらに陸上運動に比

べてエネルギーの消費量が高いとい

う利点があります。

水中歩行は運動不足や高血圧肥満

が気になる中高年者にお勧めしたい

運動です。

みんなでウォーキング
会員募集中！

日 時 毎週月・木曜日

14時～15時

受講料 月額 1,200円

(別途プール利用料必要)

年額13,200円

他 保険料1,850円

※定員15名になりしだい締め切

らせて頂きます。
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